
暑
い
夜
で
し
た
。
主
人
は
出

征
中
で
、
一
歳
三
カ
月
の
長
女

は
い
つ
に
な
く
む
ず
か
っ
て
寝

つ
か
ず
、
娘
を
抱
き
な
が
ら
軒

下
で
涼
ん
で
い
ま
し
た
。

急
に
空
襲
警
報
が
鳴
り
ま
し

た
。
普
段
は
警
戒
警
報
が
あ
っ

て
か
ら
な
の
で
す
が
、
真
っ
暗

な
空
を
見
上
げ
る
と
ラ
イ
ト
を

付
け
た
飛
行
機
に
続
き
Ｂ
29
の

大
編
隊
が
爆
音
と
と
も
に
襲
っ

て
き
ま
す
。
急
い
で
防
空
ず
き

ん
を
か
ぶ
り
、
子
ど
も
を
背
負

っ
て
義
母
と
防
空
ご
う
へ
。
そ
の

時
、
ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

照
明
弾
で
す
。
そ
の
明
る
さ
に「
も

う
ど
こ
へ
行
っ
て
も
駄
目
だ
」
と

思
い
ま
し
た
。
続
い
て
焼
夷

し
ょ
う
い

弾
。

火
の
玉
が
空
中
で
は
じ
け
、
大
き

な
線
香
花
火
の
よ
う
。
逃
げ
込
ん

だ
防
空
ご
う
は
人
で
あ
ふ
れ
、
一

時
間
ほ
ど
の
空
襲
を
狭
い
中
み
ん

な
で
息
を
ひ
そ
め
、
震
え
な
が
ら

耐
え
て
い
ま
し
た
。
爆
撃
の
音
が

や
ん
だ
の
で
外
へ
出
る
と
、
そ
こ

は
火
の
海
。
家
は
焼
け
、
全
財
産

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

翌
年
七
月
、
主
人
が
復
員
。

家
族
が
再
び
そ
ろ
い
ま
し
た
。

大
工
だ
っ
た
主
人
は
、
わ
た
し

が
防
空
ご
う
に
保
管
し
て
お
い

た
道
具
を
見
て
喜
び
、
そ
れ
か

ら
二
人
し
て
夢
中
で
働
い
た
の

で
す
。
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、
食

糧
難
の
苦
し
い
中
で
も
明
る
く

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

本
市
が
空
襲
を
受
け
た
の
は
昭

和
二
十
年
の
八
月
五
日
。
翌
日
に

広
島
市
、
四
日
後
に
は
長
崎
市
へ

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
十
五
日
、
日
本
は
無
条
件

降
伏
し
、
終
戦
を
迎
え
た
の
で
す
。

□
前
橋
大
空
襲
で
死
者
５
３
５
人

八
月
五
日
午
後
十
時
三
十
分
、

前
橋
大
空
襲
は
照
明
弾
の
投
下
で

始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
岩
神
町

に
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
、
現
在
の

三
中
付
近
に
あ
っ
た
県
立
第
一
工

業
高
校
と
共
愛
女
学
校
が
炎
上
。

市
中
心
部
の
空
襲
は
一
時
間
十
五

分
に
も
及
び
ま
し
た
。

こ
の
空
襲
は
九
十
二
機
の
Ｂ
29

爆
撃
機
に
よ
る
も
の
で
、
六
百
九

十
一
誦
の
焼
夷
弾
、
一
七
・
六
誦

の
破
砕
爆
弾
、
一
五
・
二
誦
の
一

般
爆
弾
が
投
下
。
被
害
は
死
者
五

百
三
十
五
人
、
負
傷
者
六
百
人
、

被
災
戸
数
一
万
千
四
百
六
十
戸
、

被
災
者
は
全
市
人
口
の
六
五
・
二

％
に
も
な
る
六
万
七
百
三
十
八
人

で
し
た
。
特
に
多
く
の
死
者
が
出

た
の
は
広
瀬
川
比
刀
根
橋
脇
の
防

空
ご
う
と
細
ケ
沢
十
字
路
（
住
吉

町
一
丁
目
）
の
水
路
で
し
た
。
こ

の
辺
り
は
火
の
海
と
な
り
、
防
空

ご
う
の
中
に
い
た
人
が
窒
息
死
。

ま
た
、
市
街
へ
逃
れ
る
人
が
猛
火

に
巻
か
れ
、
水
路
へ
逃
げ
な
が
ら

亡
く
な
り
ま
し
た
。

□
周
辺
町
村
も
空
襲
に

昭
和
二
十
九
年
以
降
に
本
市
と

合
併
し
た
周
辺
町
村
に
も
、
空
襲

の
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
上
川
淵
・

下
川
淵
・
芳
賀
・
桂
萱
・
東
・
元

総
社
・
総
社
・
南
橘
・
木
瀬
（
永

明
・
城
南
の
一
部
）
の
各
地
区
を

合
計
す
る
と
、
死
者
四
十
七
人
、

負
傷
者
百
十
四
人
、
被
災
戸
数
五

百
十
一
戸
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
い
き
い
き

生
活
課
蕁
８
９
０
―
６
２
３

６
へ
。

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
た

ち
の
冥
福
を
祈
り
、
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
時
刻
な
ど
に
は

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島
の
原
爆
投
下
＝
８
月
６

日
豸
午
前
８
時
15
分
　
長
崎

の
原
爆
投
下
＝
８
月
９
日
貉

午
前
11
時
２
分
　
戦
没
者
を

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日

＝
８
月
15
日
貂
正
午

３ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

前
橋
花
火
大
会
を
八
月
十
五
日

貂
に
大
渡
橋
周
辺
の
利
根
川
河
川

敷
で
開
催
。
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
空

中
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど
一
万
五
千
発

が
真
夏
の
夜
を
彩
り
ま
す
。
家
族

や
友
達
と
一
緒
に
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

当
日
は
、
国
体
道
路
や
大
渡
橋

で
交
通
規
制
を
実
施
。
な
る
べ
く

徒
歩
や
公
共
交
通
機
関
で
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
は
緊
急
車

両
の
通
行
妨
害
に
も
な
り
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
や
む

な
く
車
で
来
場
す
る
場
合
は
、
中

心
市
街
地
の
有
料
駐
車
場
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
ま
で
は
徒

歩
で
十
五
分
で
す
。

な
お
、
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま

で
、
県
営
敷
島
球
場
の
内
野
席
を

開
放
。
ま
た
、
午
後
七
時
か
ら
九

時
ま
で
群
馬
テ
レ
ビ
と
エ
フ
エ
ム

群
馬
で
生
中
継
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
15
日
貂
午
後
７
時
〜

９
時
（
荒
天
の
場
合
は
16
日
貉
以

後
に
順
延
）

打
ち
上
げ
場
所
＝

大
渡
橋
を
中
心
と
し
た
利
根
川
西

側
河
川
敷
　
花
火
の
種
類
・
打
ち

上
げ
数
＝
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
早
打

ち
連
発
、
空
中
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど

一
万
五
千
発
　
交
通
規
制
＝
国
体

道
路
（
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
〜

県
営
敷
島
球
場
入
口
）
…
午
後
４

時
〜
10
時
、
大
渡
橋
（
全
面
通
行

止
め
）
…
午
後
７
時
〜
９
時
30
分

（
北
側
歩
道
は
午
後
５
時
か
ら
）、

中
央
大
橋
（
北
側
歩
道
で
の
観
覧

禁
止
）
…
午
後
５
時
〜
９
時
30
分

□
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
＝
８
月
16
日
貉
午
前
６
時
〜

８
時
（
花
火
大
会
順
延
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）

集
合
場
所
＝
花
火

大
会
実
施
本
部
（
利
根
川
東
側
河

川
敷
）

内
容
＝
ゴ
ミ
な
ど
の
回

収
　
そ
の
他
＝
手
袋
、
ゴ
ミ
袋
は

実
施
委
員
会
で
用
意
　
申
し
込
み

＝
当
日
集
合
場
所
へ
直
接
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今
年
も
八
月
十
五
日

に
前
橋
花
火
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
真
夏
の
夜
空
に
咲
く
一
万
五
千
発
の
大
輪

の
花
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
当
日
は
周
辺
道
路
で

交
通
規
制
を
実
施
。
駐
車
場
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
徒
歩
や
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
同
大
会
実
施
委
員
会
（
に
ぎ
わ
い

観
光
課
蕁
８
９
０
―
６
６
０
６
、
商
工
会
議
所
蕁
２

３
４
―
５
１
１
１
）
へ
。 （火）

昭
和
二
十
年
八
月
五
日
、
本
市
は
大
空
襲
を

受
け
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
悲

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

次
世
代
へ
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
空
襲
の
被
害
状
況
と
体
験
記
を
紹

介
。
犠
牲
に
な
っ
た
人
の
冥
福
を
祈
り
、
戦
争

の
な
い
平
和
な
社
会
の
実
現
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

8月15日に利根川河川敷で前橋花火大会

戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

冥
福
祈
り

黙
と
う
を

市街地が焼け野原に（共愛学園提供）市街地が焼け野原に（共愛学園提供）�市街地が焼け野原に（共愛学園提供）�

防
空
ご
う
で
耐
え
た
暑
い
夜

北
代
田
町
・
西
野
マ
サ
さ
ん
祿


